


鐵銀鐵自然の饉]事業|ごついて

佐保自然舎森纏華祭実行委員長

舞 轟 権 生

平成 21年の冬に、風致景観課より
「
なら

やまプロジェクト」南飛地 l ha強の県有地

整備要請があり、22年 3月 の幹事会で取り

縫むことに決定し、こ′)事業がスター トしま

, キ.
し ′、_。

実地検分や体彗1作 り等の諸準備を経て、 7

月 :こ 11人のプロジエクト・メンバーを立ち

上げ、名称やコンセプ ト、除伐作業の手順等

の協議を重ねま し́た。そして、実際に現地の

作業を始めたのは、その年の暮れ 12月 から

でした。この問 鈴木爵:会長、藤諄事務局の

事業推進の体需1ができあがり、この一帯の将

来図を描くことや、地域の皆様・自治会
への

説明やご理解を得ること、そしてこの地の歴

史やかつての航空写真 (1974年 )を探 し出

しだす等の様々な準備に時間を費や しま し

'こ

Lc

学識経験者の吉岡博先生や畑明宏先生に実

地検分をお願いし、コンセプ トヘの助言を頂

きつつ会員の英難を集め議論じ計画を練り、

基本的構想として次のようにまとめました。

1,生物多様性豊かな明るい森.

2,四季折々花が咲き実がなり、虫たちや鳥

たちが豊かに感じる空間づくりG

3,地域の植生を大切にする.
4,ラ ンダム集中と均一な樹齢を避ける植栽

を行い、樹木間の競争を意識する。

この森の名称は、 1日 地るを尊び地域を代表

するものとして「佐保自然の森」としましたこ

そして、この事業が単年度で終わるのではな

く、23年度を初年度として、年次計画とし

て継続させていきたいと考えています。

地域の皆様にもお力添えを頂き、寂しかっ

た一帯が、自然と親しむわれらの誇りの森と

なり、幼児が訪れ青少年が感性を取り戻す所

として、日常に生かされ親しまれるステージ

になることを期待しています。

酢佐爆違黙の議・顧糠祭』:こ寄せて

奈農県風致景観課長

曲 菅 善 宣

「
奈良・人と自然の会」の皆様には、日頃

より県の風致行政の推進に多大なご協力を賜

り篤く御ネL幸 し上げます。とりわけ、歴史的

風土特別保存地区(平城宮跡地区)での
「なら

やま里山林」の整備について、大変なご尽力

をいただいておりますことに感謝申し上:ずま

す。かつての荒れ果てた里山を雑木林や水田、

畑 :こ復元していただき、爽やかな風渡る里

“

:

風景が見事によみがえりました。皆様のマン

パワーと継続力に敬服いたしております。

さて、この 「佐保自然の森」につきまして

は、昨年度に一部、遊歩道の整備を行い、今

年は植栽を、来年度以降、残りの遊歩道等の

整備を進める予定です。このような整備を行

っても、器が用意出来たに過ぎません。器を

活かすには、そこに中身や気持ちを盛り込ん

でいかなければなりません。そのような役割

を皆さんに助けて頂 |す る事は、とても有り難

いと思つていますc

本口、このように地域の方々と共に植樹し

て頂くことが、植えた本を見守り、花が咲サす

ば愛でる、紅葉や枯葉を美しいと感じる、と

いった森を育み慈じむ気持ちの醸成に一層つ

ながつていくものと考えます。今後、この森

を、地域の皆さんの散歩などの憩いの場とし

て、また、子どもたちの自然観察の場と tンて、

歴史的風土に相応しい豊かな里山林として育

てて頂きますよう、お願いいたします。

最後になりましたが、今後、
「人と自然の

会」の益々のご発展と会員の皆様のご健勝を、

ご祈念いたします。
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唯 保自然の森』は、この一帯の白緒ある地名に因ん
で名づけました。

地域の歴史と思上に標応しい森づくりを無指し、種篠や菫作
りを続けて行きます。

伶澳欠なの森蝙遭卜纏輔察褥饉
籠鷲罐犠理(蓮》 午翻電器壽～
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創立 l◎ 周年記念行事

鼈鰊辣本綺蠅蒻行く
り|1井 秀夫

嗣 時   平成 23年 量0月 17録 -18獨   決購

参加者  33名 (敬称略)

開部、隣銅、森、谷り||、 塩本、倉霧、富井、現尻、入木、村上、池闘、舞中 (克 )、

竹本、四宮、永井、古り::、 寺轟、藤轟、弓場、りま1井、豊島、西谷、宮沢、柳画、

吉村、鈴木、青木、守回、奥野、石井、平岡、同輸、井戸

当会も歩み続けて十魔年を迎えました。会員の皆さん共々、心から喜びたいと存じます。

糎側になりました今年の一濃旅行は、十周年の『冠遇を提げての臨儀となり,多くのご参加を得て、

これまでの十年を振り返り、これからの十年に希望を託す、パワー溢れる有意義な二轟覇だったと思

います。「辿り来て未だ曲麓』更なる前進を念じ、明溺への限りない力を確信いたしました。

高らかに十周年を祝い 「ブラボー」。

[議 : 曇通称 赤沢美林[

週末の悪天候も収まり、天も我らを祝福するかの   本曽五木の聖地に入る。紅まんさくの紅葉、白文

郊く、秋天が広がり快晴の朝を迎える。       字の黄葉、ヒノキ科の巨本が何百年の風雪に耐え林

高の原駅感8:∞。全員集合ヨーイドン。       立する様は圧巻である。

I往務の車中滉

寺圏氏の音頭で進行。会長の祝辞を兼ねた‐ 、

私から会の誕生秘話、十年の活動経緯を擁乳

古り|1氏より現今の分野別の実情を担当幹事の補足

により報告。少し眠し、滞りなく木曽路に入る。

最本曽物語り曇

中潮 II ICから国道 19号線に入ると本書路であ

る。本曽りIIの男性的な流れ、妻籠。馬篭を横目に

「本曽物論 を私から一驚。

馬篭村饉生の島崎藤村の臨 本曽谷開拓の先覚者

槙師 の電力開発に賭けた薇 マダム貞奴との

余話など、濃蓄を語る。

藤村の晩年の大作「夜明け画」の冒頭の一節。

豚 曽路はすべて曲の中である』が実感として施を

打つ。問もなく今日の目的地「赤沢体養杓 である。

学芸員の案出臨 嚇こ研究路を歩く。セラピー効果

に本の機みちも何のその、三時間に及ぶ観察会もそ

れぞれが感動と新たなる知識に大満足、思いを残し

て後にする。

|   ||  ‐  ‐     1  懇 1ノ :齢曇

忘 高原ホテルの夜会暑

私の音頭で蔦ら力ヽ 轟懇へ新 1国会員の歓談に時を

忘れる。二次会はカラオケの熱唱、演歌、歌羹、

ポピュラー、童議、軍歌と美声の競 灌と歌で声

帯が取界を超えるc
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早期の窓外に見事な木曽御嶽の鍵気 一点の霊も

なく、編に見る大自然の光景に意を番観

御嶽をバックをこ記念撮影、二日国の行院に移る。

大決靖である。轟翼氏鍮進行`工男 弓場氏の案

内。開轟轟漂を抜 :す、デ躍講もこく、露記爾の羹輝■

唐松の群生に酔う。

古生代の角着チャート`本曽勤
の放牧地、ブルー

ベリー栽培地の鮮やかな紅葉を見る。

名物「霧下そ:ざ」で昼食となる。

ここで私の一年

御機のふところにある良夜かな

量爆路の車中】

谷j:i氏の音頭で、援歌「ならやまの歌」を範

晃女のコーラスが響く。

睡度が来る■、タイズで縮める。チャンデ|ま守曰

京子さも、銀賞 古li:祐言氏、鐘賞 嶼藪弥簿子さ

ん と大襄三となるこ

天姜:こも恵まれ、最喜の繁となりまし亀

ご参車の皆さん、お疲れさんでしたcまたスタップ

の皆さん,1寺函、藤革、吉::|、 弓場、豊島‐ 各氏)

:こ :ま心からお:Lを幸し上|ずます。

これ1ヽらの十年も希望を的に頑張りましょうc

o))oat、タン)0>)>)>Эく>)0003う0>OCく )(,0・00

ご参爆の皆さんから投毎を戴きました。

榛資C巧篠:まともかく、隷の顧 の一場要が凝縮さ

れた名資をご披算させていただきます。 (頃不同)

鮮青の空に染み轟る紅業かな 入本 順一

落ち業鋒むシエアの男女木曽美林  守舞 東子

ひとつとで罠醸 のなき紅薬かな  丼戸 八穂子

十周年記念の本曽路羹染まる

御嶽やモミジと繊と青空と

かえで葉を野きめて思ふ赤子の手

そぞろ寒窓より透ξナて靱 ほ

白樺や紅業の曲を背にいばる

白種の色づく道を最ろかな

錦秋の本曽路を巡る十周年

秋天に自棒の自日和爾みち

鑢秋の虚空に高くシラカンバ

柳鍮 弥無子

倉圏  晃

古村 さつき

阿部 和生

爾 嬢

豊島すみ子

藤圏 秀憲

弓場 厚次

奥野 難 子

おんたけを期ヒある療にもみじ染む  青木 幸子

奈良びとの紅葉に携きつ御嶽や   村上 雄之

踏みゆけば奏々と冴ゆシラカンバ  谷り:: 雅邦
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農立lo周年記念行事 藁本薇鋒研修嫁後 参燿者の言葉

j::井饂雨のレポー いにもある遍り、『本曾鰺研修旅行』は稀にみる天候に恵まれ、季節、場所とも素

晴らしく、会員のみなさんの憲親の場 :こなり、 10周年記念企画にふさわしい行事となりました。

アンケー トに寄せられた参加者の言葉です。

・訂お天気に恵まれてラッキーでした。紅葉がギ

つたしで、日の保養をさせていただきました。

赤沢美林をあんなに上のほうまで行けたの攀初

めての経験 i』 種谷範子

・「天候に恵まれて、赤沢自然体養林、御嶽を十

分に楽しむことができました。赤沢のガイ ドが

大変よかつたです。』四富憲一郎

・「季節も良く、天候にも恵まれ大瀧足です。以

競登った久しぶつの御嶽織と紅葉を見られ楽し

い思いをしました。J村上雄之

・『楽しい旅行をありがとうございました。美し

い日本の自然を満喫し、多くの会員さんと親し

くなりました。」守口京子

。「奈良。人と自然の会の成り立ちをお聞きした

り、それぞれの担当者のコメントありで、この

会のことが理解できてよかつたです。楽しい伸

闘と二日闘過ごせてとても良い思い出ができま

した。J青木幸子

・「初めての森翻 修で、本の名前の数の多くあ

ることにびつくりしています。同じ本でも種類

も沢曲あり覚えるのに大変でした。(覚えません

でしたが。)」 躍鋳悴子

・『皆さんと伸良くできて良かつた。赤沢美林と

開轟高原はすばらしかつた。また行きたいです。』

冨井忠雄

・r素敵な旅でした。曲の姿も美しく、所どころ

での自の解説がよく木曽にまつわる歴史も珍じ

く、教えていただいて有難 うございました。」

柳餞弥知子

・『日程が良くて、紅葉も美しくよかつたです。

赤沢林 :ま、もう少し時鶴が欲しかつた。J奥野美

佐子、「絶好の天候に恵まれ、2日 闘楽しませて

頂きました。」人本順一

。「赤沢林は、少し忙しかつたですが案内人の説

明が良かつた。白樺林も素敵でした。」

吉村さつき

一〓

5



|

。証繭調とも天候に恵まれ、秋の本着路を楽しめ

た。赤沢のヒノキ林の素靖らしさ、露を見張つ

た御機曲、鐸和輝の自樺林の美しさ、いずれも

印象深かつた。』藤轟秀憲

。「好天に恵まれ、見事な紅葉が見られば激しま

した。赤沢林は少し苦しかつたですが、皆さん

について行けてうれしかつたです。夜のカラオ

ケも楽しかつたです。』鍮本経子

・『天気に恵まれ、大変良い旅になりました。」

池購信明、「天侯に恵まれ、19周年記念にふさ

わしい研修旅行になつたと思います。1

豊轟すみ子

。「大変よかつた。コースも良かつたし、懇親も

:まかれた。J羽尻轟
。「赤沢自然林 |まもう少しゆつくり散策したかつ

たです。開圏高原からの素晴らしい御嶽曲を見

れて良かつたです。」永井幸次

0「期待した以上に良かつたです。』田中克彦

。「とても楽しく大満足の旅でした。行程や時間

配分も線かく考えて下さつていると思いまし

た。」石井篤子

・ F楽しい企画でかつ天候にも恵まれ、大変有意

義な研修会でした。1塩本勝也

・『天候に恵まれ大変楽しく遇ごせました。美し

い紅葉も濾足でした。ただ一轟量の赤沢林は歩

き慣れない方に|ま、少しハー ドではなかつたで

しょうか。もう少しゆつくり歩けたわもっと楽

しかったと思います。』平岡久美

・『お天気に恵まれ素晴らしい旅となりました。

心よう感謝 1/Nた しております。」富澤喜代子

。「赤沢自然林や開爾高原など素購らしい自然の

ある場所に邁れて行つてくださり有難 うござい

ました。』井戸八穂子

。「大変有意義な研修旅行でした。言うことなし

です。新しい方とも出会えて良かつた。J勝爾均

0『幹事さんのお骨折りで楽しい旅行でした。」

倉園晃

・晴 嶽山を中心とした紅葉、自樺糠、強く印象

に残ることでしよう。』竹本雅昭

・「素晴らしい企画有難うございました。」

谷′:1雅邦

・「コース、ホテル、天候とも最高であつた。」

森英雄

・『すべて良かつたの一言に尽きる。」

古り|1裕司

・ r素晴らしい景色を満喫しました。願わくば参

加人数が40名を超えたかつた。」阿部和生

(文責 寺溺 孝)
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督
国主織化推進畿鸞会長賞決定望 ζ

ポ
平成 23年嚢応、れあしヽの森林づく琴入賞)s

:  会長阿部和生  :

都市の活力を導入し、国民が一体となって

森林を守り育てることを目的とした 「ふれあ

いの 森婆も り)森林づくり」表彰制度があり

ます。公益社団法人国土緑化推進機構が実施

しています。森林整備を行い、都市住民、青

少年、児童生徒のふれあいの場となる森林づ

くりのことを言い、その優良団体を毎年選出

しています。

各都道府県知事の推薦枠 (1件)の 中から、

中央表彰委員会で審査をし、年度 4点以内の

会長賞該当団体を決定する、と決められてい

ますc

この 9月 7日 、中央における選考の結果、

今年度は 「長野県・箕輪村」「山口県・周東

里山の会」「愛媛県・竹林をよくする会」、そ

して【奈良・人と自然の会】の 4件が 23年度

の優良団体に決定しました。去る 9月 16日

に県庁から決定通知と共に第 35回全国育樹

祭式典で表彰される旨と出席要請の連絡をい

ただきました。

全国育樹祭は、全国植樹祭とともに、毎年

行われている国民的緑化行事です。戦後の荒

廃した国上の緑化事業を驚異的なスピードで

推し′進めた母体です。奈良県では、平城宮跡

で昭和 56年 5月 24日 に、「文化の遺産を

緑でまもる都市づくり」をテーマにして、天

皇陛下をお迎えし第 32回全国植樹祭が行わ

れました。そしてこの 11月 20日 に、平城

宮跡で 「第 35回全国育樹祭」力ゞ開かれ、お

手入れ行事、式典行事、育樹行事が予定され

ています。

◇お手入れ行事 :かつてお手植えされた樹木

(イ テイカシ)の施肥、剪定等のお手入れを、

皇族殿下がなされます。

◇式典行事 :皇太子殿下の御言葉の後、各種

表彰があり、国土緑化推進機構会長の衆議院

議長の感謝状を顧間の参議院議長から、手渡

されるようです。

活動を理解し支援下さつた多くの企業・団

体、行政のご指導、諸先輩方のお導き、そう

したお力添えにより、この度の栄に輝くこと

ができたものと、心より御礼申しあげます。

予期せぬことでしたが、倉Jtt 1 0年 の記念

すべき年に、このような素晴らしい賞をいた

だくことは、誠に意義深いものと思います。

会員の皆様の熱意、自然に対する様々な学

習、実践に伴 う技術の習得・蓄積、実行力、

不断の努力そうしたものが認められたもので

しょう。嬉しく、誇 りに思い、感激 1/ていま

す。そして、会のスローガンであります 「わ

たしたちは大和の自然を愛します」を色々な

ステージで具現化していけるように、会員一

同更なる研鑽に努めていかなければなりませ

ん。

この栄誉を力に私達の活動の輪が、さらに

広がるように努力 してゆきたいと思います。
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彎襲哺鰯[翡麗亀電穣藉ξ

東北ぐるり旅

岸谷 和代
「いこうか ?」「いこう !」 で始まる我が家の車旅

右に左に廻つた 3度の北海道.饉かな自炊道具・

キャンプセットにお気に入りのクロスも加えて敦

賀から秋田へ 19時間の般旅で始まった今夏の東

北の旅。

秋興から五能線と並走する R101を北上し白神

山地 12湖をめざす。大小様々なブナが造りだす

深く壮大な森世界自然遺産の白神の片隅でテント

を張り、海辺の露天風呂不老ふ死で汗を流す。森

に点在する大小の湖でのアカショウビンとの出会

い・豊な水を放つ暗Flの滝・樹齢400年のマザ
ーツリー。海霧の悪戯に冷や汗かいた竜飛岬への

登り道未知の国霊場恐山・ ドキドキで入つた酸ケ

湯の混浴初体験。金黄花の花絨毯の中を歩いた日

代平湿原 。地球の鼓動を感じる人幡平泥火山・玉

′:1温泉。津軽の夏の夜空に繰り広げられる勇壮な

ねぶたの数々。「ラッセ・ラッセJの掛け声とハネ

トの鈴の音が華やぎを添える青森ねポた。「ヤアヤ

アドー」と城下町らしく小粋な囃子方が素敵だっ

た扇型山車の弘前ねぷた。「ヤッテマレーJと じょ

っぱり魂がほとばしる五所り|:原立綾武多。水と緑

の対比が美しい奥入瀬。

静と動が織りなすみちのくの風土 。人情・食の

豊かさを満喫しチンプンカンプンの津軽弁と優し

い笑顔に助けられ青森から秋田・山形・ 。と会津

磐梯山まで3週間。

3000KMの 車旅は続いた。

お元気ですか !:

高橋 弘志
大阪城東区より出かけております。

意欲的なイベントが企画されるので楽しみにして

おりますが、出かけられない事が多いです。

ならやまの里山は感心させられることがあります。

それは動物被害がなく、作物が収穫できることで

す。当たり前のことですが、私にとつてはたまら

ない気持です。

北摂山地での畑作りは、畑のかこい柵がすべて

です。柵に少しの落ち度があれば、壊され侵入さ

れます。さつまいも50本植え付けして猿に抜か

れ、植え付け、また植え付け。・・収穫できたの

は 3株の時もありました。被害がないのは小山の

周題に田畑、道路、集落があり森より隔離されて

いるからと考えます。

奈良では収穫されないカボチャがころがつてい

たり、赤い柿が遅くまでぶらさがつている光景を

見かけます。これは私にとつては特Bllなことの様

に思えまち 動́物被害がなければ土にしたしむ人

がもつと多くなり、放置田畑も少なくなるのでは

ないかと思います。

なにげない感動を求めて又出かけて行きます。

8
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や夏羹諸菫緩醍ン至襲至尋
薫餡潮然歩遵 額非轟曲議を巡る

鸞燿27鼈 く火)快 瞳  参鑢者 鷺e名
守翔 京子

婆塞 :iζ :秀 秀夫 弔曝 淳次

見渡す限りの青しヽ空からキュンキユンとモズの鳴き声が聞
こえ、左を見れまゴ額井岳 (大和富士)

の線の均整とれた難姿、右には幾重にも続く宇陀曲地から紀伊
鍮地の曲並。その曲並の濃いグ

レーの色が奥に行くなど薄くなつ思わず見とれてしまつた。

まずは「赤額のケヤキJ(樹轟 3つ餞 幹雇 7.7難 樹齢 4鍵 年)は2本が癒着磯 くほど大き
く、

森の様:ここんもうと茂っている。十八
“
ソノ⇒神社の「コウヤマキ」は大きく育ち、熟した大きな

球果をたくさん付けていた。戒場義の中腹、ヒガンバナ
の石段を上がると成長寺。ご住職は立派

な県指定天然記念物「オハツキイチヨウ」(樹高
15m 幹周 4.1麗 樹齢 3∞ 年)を見上げなが

ら『難雄同株の珍しい本で、シダ植物と同じように業の先に種子
を付けること。ガジュマルの様

に気根をたくさん出すこと。』などを雄弁に語つてくれた。

曲F電の前では
'ホ

オブキ」にァケピに似た大きな実

がたくさん成つて一轟驚いた。曲裾の道を下り、室生湖

耀畔の道をダムに向かながら、ツリガネエンジンなど秋

の可愛い軍花の観察を楽しむ方、アケピやマタタビな

どの本の実を楽しむ方、他愛ないお喋りに置と共に足を

弾ませる方、夫々の楽しみを味わいながら全員無事に

大野寺に到着c初秋の奈良を満喫した一轟だつた。

参加された皆さんお疲れ様、幹事さんありがとうござ
いました。

<獲 醸 も べ ⊃ 慧 ぎ 鷺 3n_>謝
‖̈ 洲 l llll… lll・I… lllllllmlllllttllll・

…
¬ 脚 l ttt… lllllll・・・

llttllkllll郷
… …

日 l・ll… 則
… ',E≧

11(
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曲里に秋は静かに降りて

谷川 雅邦

長い黒髪をそつと撫でるような秋の風に 赤とんぼが仲間と野畑で楽しく戯れて

摘んで集めた草花のような優しい心に笑顔が揺れて淡
い陽ざしを胸に浴びる

遠い山から可憐な落葉が舞い降りて野辺に小さな秋がそ
つと静かに忍びよる

走馬灯のように季節の想い出が祭り太鼓に送られて山里
の景色は衣がえ

訪れる夜の月は澄んで爆々と輝きながら眠りの中で寝織袴の山々 を照らす
のだ

9
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然教室チーム活動報

10月 5日 、

しましたc

今回は 9月 7

いそうな名前のヘクソカズラなどの話にはあまり耳をか

たむけなかつた子ど )ヽたち1):ク ズの葉でじゃんけんぼ

ん」、「オオバコの花茎で相撲」、
「紙ヘリコプター」、「ジク

ソーカー ド」など遊びの要素を取り入れ,た場面では夢中に

なつて楽しんでいました。

植物観察をおえたあと、簡単な自然工作としてクヌギと

シラカシの殻斗を使つた熊さんの顔のベンダントを作り

ましたが、日のつけ方、鼻の位置、耳の大きさなどででき

あがった熊さんの顔の表情にもいろいろあり、楽しい工作

となりました。

子どもたちは自分で一生懸命につくつたペンダントをだいじそうに持ち帰りました。

佐保台ノ』ヽ学校で纏物観察会を実施

自然教室チーム 高本実男

佐保台小学校で「校庭の草や本となかよくなろう」をテーマに校庭の植物観察会を実施

輝に行つた昆虫観察会につづき、校庭にある植物を観察しようというものですじ

1年生と3年生が主体の 32名 の子どもたちが参

加してくれました。

6ンDの観察班に分かれて、当会スタッフがリーダー

となり、楽しい観察会になつたと思いますc

校合のまわりに観察ポイントを6ケ所設 Iす ていま

したが、開始時巽直貢:に なってあいにく雨が本降りと

なり、急遠体育館での実庭に切り替えて乗り切りまし

いろいろな葉の形をしたクズ、面白い形の実をつけ

るコブシ、とてもたくましくて強い革オオバコ、かわ

大渕池公園自然観察会

自然教室チーム 倉田 晃

10月 4日快晴の人気の 1)と 大渕池公園の自然観察会を行いました。参加者は合計 16名 で、小田さ

んの植物ガイ ド、本村さんの昆虫ガイ ドをじつくり楽しみました。何度 t)こ の公園を歩
いている人が多

かったのですが、
「
知らなかつた !J「納得した l」 という声がたくさん聞かれました。

午後は 10のポイントで自然教室チームのメンバーによるインプリ実習を行いました。小学校 3年生

程度を想定して植物の説明を行い、楽しい質問や笑いがいつばいでしたc

自然教室チームでは今後もこうした自然観察会を定例的に開催する予定です。そ
の折はまたご案内い

たしますので、一緒にご参加ください。

10



「

嶼褪倅燒抒媚楊塁扮諫勒藝―輸 膠綽紆燎り%

3月 225し }ヽ曇
'/イ

蓄 参講者 32名

1地区里二Jの笹メモ子、彩
'の
森 P」 翼係は植本業

者の現地立会。塁基 G:ま台風 15号による資本の

処理。農睡 Gまま秋野菜の纏え付等を実施。

g■ 2整 要(本)靖    参湊者 40名
干臨時ならやま活動彊二、好天 :こ恵まれ、各人彗

一■に亀く。彩りの森 P」 議係 :ま、整積位置の整地、

草メモリ、障害本の伐採、皮むき等を実施c

里難 Sは D3地区鈴基礎整備およびカシノナガキ

クイムシの点検を行つたc

農嚢 8:ま玉ねぎの畝作り、各種秋野菜の手入れ、

冬承、万願寺シシトウ、空志菜の収穫をした。

景観 6は道譲層近の車メモ
'等
を実施した。

10月 も澤(本)晴    参爆者 4き 峯

塁彙iSは D地区の基礎整備完了。蒲子クラブは

ナス畑徹収 (今年はプロ顔負 :すの収穫 |)

景観 Gはならやま大通り沿いの続本の枝刈りを実

施。農嚢 Gは ピーマン、生姜、万願寺シシトウ、

空芯菜等の収穫.量宗竹で「コロコロポットJの

製作。:菜の花プロジェクト」の運営について協議。

10月 8彗 (土)靖  参嫌人員 31■ 24+l名

本藝は最初にならやま大違 り、自転車道沿い一

帯の一斉清掃繁よび薦週の草刈りを実施した。

会員の家族および一般の 0家族 24人が参加した。
「紅東Jを掘り出す子供たちの嬉しそうな顔。

掘り銀したイモは栗と一緒に焼き、皆で秋の収穫

を味わい、残りは参加家族のお土産にした。

1◎ 月 13日 (本)曇 り  参熟者 35条
『臨時自の日Jにかかわらず各 Gから多数の参

加があつた。里曲 Gは D地区の基礎整備を行 う。

農園 Gは玉葱知の畝作り、景観 Gは草Xllり を実施

した。椎茸の秋子の収穫が始まる。

10月 14日 (本)雨 /曇 り 参加者 20+2名

本国の「公開いもほり大会』は、前藝からの雨

のため、 22日 (土)に延期された。

教育実習生も6名の申込みに対して、 2毛の参カロ

と低調であつた。里山 Gは萌芽更新地区 (El)の

皆伐作業に先立ち、周辺の小灌本の伐採を行つた。

「彩りPJJ関係は植栽位置の整備を行つた。

椎茸は順調に生育し約 60個収穫出来た。

10月 20日 (本)晴    参加者 35+5名

11月 19日 (上)の 「佐保自然の価 に

備え、全員で草刈 りを実施した。県の風致景観課

からも5名の応援があり、一気に 1ヘクタールの

草Xllり と枯れ本の伐採が完了した。引き続き、植

樹位置明示の杭打ちを、県職員と一緒に行つた。

10時から会員と家族の「いもほり大会」開始 !
(藤国 記)





鵜せば成す
ナス畠 四度目の正直

議子クラブ より

今年のナス栽培も10月 4日 に撤収し半年間の作業を了え、総括すれば満足な成

果であったと思う。過去三年間の経験と、練達のファーマーの指導宜しく、自然栽培

のカセの中で、限界とも言える80点の出来ではなかったかと自賛したい。

しかしながら反省点も多く、今後の課題を幾つか残した事も否めない。今年は適度

な雨に恵まれ、水やりの労力が省かれ、収穫に追われる日もあったが、虫害には例年

の事だが悩まされ、自然の猛威に人間様の非力を痛感したものである。

メンバーの方 、々とりわけ萱野  勉 氏、鈴木 末一氏に感謝の意を申し上げ、
私なりの課題を付記し、今後に向けて研鑽努力を続けたいと思っている。

① 防虫対策

② 植え付け

③ 整肢

④ 追肥

植物性有機薬剤の散布

苗本の間隔を広げる

子棄・古葉の剪定

タイミングの再考

散布のタイミング

風通しを良くする

葉擦れによる結実の損傷防ぐ

裂果防止・秋茄子対策

川 井 記
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整もヽ本響 リガリ、虫撥:ま竃本もなもヽよ :

一やさししヽ昆虫講座 (第 13議)一

樹木の堅い材をかじる昆虫を紹介します。

いま売り出し中のカシノナガキクイムシはよ

くご存知のことと思います。ミズナラ、コナ

ラなどの幹内に食入して樹全体をあつと言 う

間に枯らしてしまう恐ろしい害虫です。奈良

県下にもすでに侵入し、わがベースキャンプ

のならやまでも警戒態勢下にあります。しか

し、犯人の虫はなにぶんにも小さいので森の

中で見つけることは難しいことです。

樹の幹内に侵入する虫には、キクイムシ類、

ナガキクイムシ類、ゾウムシ類、カミキリム

シ類、タマムシ類などいろいろの甲虫がいま

す。また、ボクトウガ、コウモリガなどの蛾

の幼虫も幹内に食入して内部の材をガリガリ

かじります。

樹を枯らす筆頭はキクイムシ類で、その名

の通り成虫も幼虫も樹木の幹内に侵入して、

内部を食い荒らします。成虫は大きくても7

mm程度で、ほとんどは 2～3mmと 非常に小

さな甲虫です。貯蔵中のお米を食い荒らすコ

クゾウムシと同じくらいです。

その大半の種は枯れかけの樹が大好きです。

病人 (弱つた樹)の足をひつばつて死ぬのを

待つています。だから元気な樹はお呼びでは

ありません。死臭をかぎとつて集まって来て、

寄つてたかつて樹の枯れるのを早める悪い

虫 ?です。成虫は幹皮と材部の境の部分に住

み着いて卵を産みます。ふ化した幼虫は黄白

色のウジで、樹皮下で トンネルを掘るように

食い進みます。そのため、樹皮下には四方人

方に食い進んだ トンネル跡が残ります。この

ようにたくさんの虫の攻撃を受けると樹の水

分や養分の通り道である部分がダメになり早

期に樹全体が枯れます。切り倒したスギなど

をすぐに樹皮を剥ぎ取るのはこの虫の侵入の

足がかりをなくすためです。そのまま放置す

木村 裕

ると虫の侵入・食害によって材の表面が傷つ

き商品価値がなくなるからです。

キクイムシ類の中には見た目にはまだ健全

な樹 (虫の判定基準によればやや弱つた樹)

に侵入する種類がいます。この伸FE5は樹皮下

ではなくて、真つ直ぐに深い竪穴をあけ、材

の中に入 り込み、そこで一家が過ごす リビン

グルームをこしらえます。そしてその部屋で

運び込んできたアンプロシヤ菌を繁殖させ、

子供たちの餌にします。この菌の毒素によつ

て樹はじわじわと弱つてゆきます。外見上は、

侵入孔から黄褐色の本暦がこばれ落ち、樹液

もしみ出て、その部分は黒く汚れます。カシ

ノナガキクイムシの被害とよく似ています。

また、キクイムシ類の中には樹の幹内には

潜らず、クリやコナラの ドングリ内で育つ変

わり者もいます。

ナガキクイムシ類は、キクイムシ類によく

似ていますが、体が長細く、円筒状で、光沢

があります。胴体が長く足が短いのでダック

スフンドのような感 じです。慣れれば見分け

られますが、一般の方では無理でしょう。こ

の仲間はキクイムシ類のような目立つ被害を

与えることはあまりなかつたのですが。もち

ろん昔カンらカシノナガキクイムシもいました。

どんな理由があつたかまだ直接聞いていませ

んが今回は大暴れしています。キクイムシ類

と同じように樹内の住処にナラ菌を繁殖させ

て子供の餌とするために、その菌の害による

被害が問題となつています。
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≒移色路重.豊“虚.OJ

態月2TF:オ プション:意事。鶴苺岳 (通称 大穣富士 )の 据野から室生ダ
ム選を

経て大野寺まで東海懇然歩道を歩 く。残暑収まり決睡。

象 とせのよ 》迎 え ヒ人薇春 幕′′ヽ嬌鳥子

長戒寺の珍本方ハツキイチ ョウ。三百年の風雪に耐える。

人機の生命力のオーラを感 じ、作者は患を呑む。

島肥ゆるがFを 俊でた リニガサ ヰ′へ4鳥子

ちょっとロングコースだつたかな。完歩 したお御足がいとおしい。

タイエ ットに良 し。美脚になりますぞ。

人でrr訂士諸 it口 の色た
へ り !)|ヰ  芥久

額井岳の曲容を仰ぎ、室生の遠山を眺望する。裾野には黄金色
の

轟が実 りの賛歌を謳 う。日本の原風景がここにある。「田の色」は季語。

いのこずち

るひ違・ずる九もさらさらlt斗漆

イノコズチの種子は動物によって運ばれる。

人は衣服について嫌う。草と動物、共生の優しさか。

!'1幕  芥 入

と が

ち入なんの斜にて澤あさある |,I♯  募 久

まだ青い鳥瓜。風に揺れる姿は愛嬌者。打ち首のように何の罪で

吊るされているの。これは私の妄想からでた比喩、ゴメン
ゴメン。
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鶏懸をちよつぎ雫 譲ヽただ壼譲～す 西谷範子
夏に小さうのヒマデジのような花を美かすキクイモ (キタ

')。
北米産の外来種だが琴募や河原に岐を大きく委つて本のよう:こ立って

いるc戦幸戦後、食料不足を桟 う為栽培されたが今は琴に逃ギ曇して

茂って1ヽるc

葉はざらざらして毛があるが、若業は春に天ぶらにできる。

11躍 頸ほ穣茎 (魂茎)を掘り曇して食べる。圭生姜を更にでこばこさ

毒くて皮が薄い。まままむかずによく上を落として使 う。

形だが、

新しいものは薄環うにしてサラダ:こ混ぜるとシャキシャキして歯ごたえがいい。繊維

質だが栄養価が真く、イヌリンという多糖が含まれるのでほのかに言いが、ブ ドウ糖で

ないので主糖饉は上がらない。

牛芳の風味がする。生食が合 うので、味噌漬け、粕漬けなどの漬物にするとお
いしい。

また、薄切りにしてちよつと水にさらし、水気を拭いて低めの温度でチップにすると

牛芳風味のやさしいチツプになる。

以前、芋のように煮てみたが、コクがなく少し肩透かしを食つた感をしたことがある。

煮方が悪かつたのか、いつかもう一度挑戦しようと思つている。

油とも合うので、他のものと炒め物やさんぴらなどにしてもよい。

*\\a\\\\\\\\\\\\\\a\\\\\\\1\\\\\\\\\\\\\l\\\\\a\\\\\\\q\\\\\\a\\\\\\\\\\\\\\\t\\\\\11\\\\

j ** : L t t:HfsHiE 5., -&l&v'*ffi" #D tfiX : )*/-? ifi/t. <"6' ::i:l*{!I i
\ *U, tL.><v.l:flt',1)n)ivo;)r.xL XI*'c),H (*'af) otl&tafit'if*' i
I *le#+A*tFl3&(AL<rE k.Lia. ':(!\6*t tr# (&>Lt) i'lxffiH&"; !

i UUr-'- Xu.EfAi:/e,: f:baft,f)7"Tti, <9 (@ i ^\) l:l=EB b ttfuA?fr9 ) i
I +IiFXKe <ff<'rl) '-(i* -'v-/i" (slE-t'l\s--'{frx€) L AFfiBil',*t1 

-. 
j

' i ,tt- r=. t.l.l". ii. e /-/f+E L $*86ffi/f <,f'F v Lifl[tl
I +y #1)7:Z/ult:lE)ioLf- E\. <.tvitr+'-a cta|!1'1;;6ra\'{!/' ,

ミ ゃないわ。お蔭で楽にエサが捕れ
       爾了(亀委b 鑓負曇像色互負[奪急卜)F_ :ヽ

1 て喜んでるくせに。
く  ｀日・~~~・

~ ~
 ヽ ニュ _ビ ニぉぃ :需⌒士わロス ト    鐙 ―

VW  
曙 ょかったかもね。君等の演奏  ミ

:大 地 :ど うだ い !西
の方 を見 ろ よ。   澤 へ    V   tt t笙

マ

に ん` じ
“
。 な 〒 Vノ 1界宋  ミ

〕_ム フお フ ス ト     さくハ~~.~~´
慕晶

~さ

ま  
…

  竹本 雅昭 ぽ ビ肇Pに
なるだろうよ。  ミミ 右の杉林と左の雑木 _⌒

“
■―,デ珈 1.かノぶ トξ 右の杉林と左の雑不杯にはさま        竹本 準昭

魃 寛軍じ二 :こあ属裏通機と桜が ミミ 熟 ▼‐rlJハ書彙ベー顔の鋒の■ミ れ、V字型の青空が一幅の絵のよ      _鶴 暮I圭:鷲ILLミ
―

ミ    ら l■心}主いか̂ミ  うじゃないか。
                    たら多くの人に来ても」つて、俺の自慢の青ミミ鬼ヤンマ:おじさん達も俺の勇姿を見て、昔々

ミ  ヤシマと戯れたことを懐かしんでる。あの昆    い目もしつかり見てほし
いなあ。     ミ

ミ  虫博壬なんか、青い大きな俺の目が素晴らし   大地 :それは楽しみだな。私は地球
上で針  ミ

1ヽ1][li;litλ [:蓋FT番]貫二I    霧曇星警£層ぽ≧l爵ぶlllと
自然

資、、:はセ〔〔で,ご尋(ミ(1こll、、、、、、ヽヽヽヽヽヽヽヽヽヽヽヽヽヽヽヽヽヽヽヽヽヽヽヽヽヽヽヽヽヽヽヽヽヽヽヽヽヽヽヽヽヽヽヽヽヽヽヽヽヽヽヽヽ
ヽヽヽヽヽヽヾ

絆へ罐又請
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♪津軽海峡 冬景色～♪ 小田 久美子

1奉 ′委 F句～ ll馬 下旬 !こかけて、 壽ネ申山響(北海道最薦薦

～竜飛岬は州最北・青森彙)ま でを渡 ろ ヒヨ ドリた ちがい

ます。それを狙つてとこからンかハヤブサが現れビビッ

た群れは元の岬に舞い戻ります3冬将軍が追っていて

早く渡 りたいヒヨドリ.イ可度かの トライでやつと飛び

立てましたが、海峡半ばで :ま別のハヤブサが待ち構え

ていますこ犠牲者が出て t)文字通リー九となつてひた

すら飛び続けますじやつと振 り切つた頃今度は自分よ

リデーつと大きなカモメの群れが現れます.ま だ残つ

ている力で時速 5攀
キコにギアチコ1ン ジしてカモメたち

を振 攀切る群11:二 は今年生まれの若鳥たち t)混って ,

ます。対岸の岬が見えもう安心かと思った時、青森のハヤブサが前から襲つて来ますが

もう後戻うは出来ません.又犠牲者が出ます=追 うもの追われる 1)の ど
'〕

ら1)生きるた

め、その一時間余 りは生き物たt,の大スペクタル ドラマです。 曇1着 した竜飛岬から,は

思い思いの地へ分かれ、遠くは長野県迄行 くそうです。一方、本州1で南下する仲費 (ま、

タカたちと一緒 1二知多半島曖知)か ら海へ出るものもいます。そこでもタカたちは脅威で

す,遼巡して陸に戻る群れたちの様子|ま私たちの身近で見か :す るヒヨドジではありませ

ん.今や年がら年中何処で 1)見 られ、うるきくて厚かましい印象の鳥ですが、こんな映

像を見る機会があったら貴方のビヨドリ感 {)随分変わつてくるでしようね。

薔
‘



贅 ユ3疑 3翼  橿 漂
'燿
で馨 10時半ごろ、

うちの横ゲ)離分人が薫痰りしてたら、マムシがじ

っとしていたとのこと、見せてもらつたを,体長

600廻 ほど三角σ)頭で体はこ■ シ模様.体は大目c

こんなにじつくりみたりは初めて。私が轟会つて

も不思議はない 気をつけよう。
34轟  雨水ベールのオタマジャクシに可愛い手

足がも一番小さい「いつちやん』 Iま 3cm程 に。
かく後ろ足ダ)キュッと曲がつたとこや短い 短い

水かき部分がなんともかわいくつてペールから難

れられない。

・ 5霧 罐 原)散歩中 なんとマミジロが・・・。

それがマンションの庭.真つ白な層が辞象的 :|

去年緑地公園で議会つて以来だ。飛ぶと親の裏の

白黒模様の帯がきれいc

(斎藤)

☆ ξ斑鳩]9猥 エゾビタキ三室二|で今年は少なかっ

たです。

ツバメと菫シアカツバメが竜画り;1近辺を飛び交つて

いた。一緒:こ飛んでいるのを見るのは初めてです。

20日 はコシアカツバメが毎年lLま っている斑鳩匿「

神南の高圧線に170羽 止まつていた。高いため写

真に|ま米粒位にしか写りません。

・ ll日 マガモとコガモを初めてみました。

(昨年はコガモ 18目 、マガモ 21口 でした)

【斑鳩・神南‡

ピラカンサグ)実が今年も真つ赤になりました。散

歩途中′,お うち♂)庭です。鋒年は実が本を真っ赤

に覆っていましたが、今年は少なめです。とヨト

リたちが組の実がなくなつてから食べだします。

幸年1■ 3導 で食べ尽くされました。

。大和り11の三郷軒と王寺町に架かる若草橋の近週は

無年ヒドリガモが多く飛来します。

今年は 20目 に見ました。

写真のマガモ|ま もう換羽していますが、ヒドリガモ

はエクリプスキ:なのでみんなメスみたいでした。

(勝興)

・マガモ ll日 に大和り11で写す)(コ ガモ
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